
市
長
の

手
控
え
帖

　

明
治
５
年
５
月
、
寛
政
の
改
革
で

設
置
さ
れ
た
七
分
積
金
の
運
用
な
ど

を
行
う
町
会
所
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

戊
辰
戦
争
の
戦
費
や
新
し
い
政
策
の

た
め
に
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
た
明

治
政
府
は
、
七
分
積
金
を
政
府
の
財

源
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

東
京
府
知
事
の
大お

お

久く

保ぼ

一い
ち

翁お
う

は
こ

の
考
え
に
反
対
し
、
江
戸
庶
民
が
積

み
立
て
て
き
た
七
分
積
金
は
東
京
府

民
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
七
分
積
金
の

活
用
を
渋
沢
栄
一
に
任
せ
た
の
で
す
。

大お
お

蔵く
ら

大た
い

輔ふ

の
井い

の

上う
え

馨か
お
る

と
部
下
の
渋

沢
は
、
町
会
所
の
救
貧
事
業
を
受
け

継
ぐ
「
営
繕
会
議
所
」
と
い
う
組
織

を
作
り
、
七
分
積
金
を
活
用
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
営
繕
会
議
所
は
や
が

て
、
東
京
府
内
一
般
の
営
繕
事
業
に

手
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
営
繕
会
議
所
は
「
会
議

所
」
と
名
称
を
変
え
、
営
繕
事
業
だ

け
で
な
く
、
建
設
・
社
会
・
教
育
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

営
繕
会
議
所
は
明
治
11
年
に
東
京

商
法
会
議
所
、
同
16
年
に
東
京
商
工

会
、
同
24
年
に
東
京
商
業
会
議
所
、

昭
和
３
年
に
東
京
商
工
会
議
所
と
変

わ
り
ま
す
が
、
渋
沢
は
明
治
11
年
か

ら
38
年
ま
で
の
27
年
間
、
会
頭
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
渋
沢
は
、
七
分
積
金
を
も

と
に
し
た
東
京
府
内
の
道
路
・
橋
の

修
築
、
瓦が

斯す

燈と
う

の
設
置
、
商
法
講
習

所
（
後
の
一
橋
大
学
）
の
設
立
、
東

京
府
市
庁
舎
・
墓
地
の
建
設
、
養
育

院
の
創
設
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事

業
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

第
六
回

七し
ち

分ぶ

積つ
み

金き
ん

の
活
用
を

　
　

  

任
さ
れ
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

××

渋
沢
栄
一

渋
沢
栄
一
松
平
定
信

松
平
定
信

南
湖
南
湖
を
彩
る
系
譜

を
彩
る
系
譜

（
文
・
中
山
義
秀
記
念
文
学
館　

館
長

植う
え

村む
ら

美よ
し

洋ひ
ろ

）

▶
芝
浜
崎
町
ガ
ス
局　

歌
川
広
重　

東
京
名　

勝
図
会　

金
杉
橋
よ
り
芝
浦
の
鉄
道
（
部
分
）

（
東
京
ガ
ス　

ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）

　

小
峰
城
の
中
心
を
な
す
郭く

る
わ

で
あ
る

本
丸
は
、
城
の
北
西
部
、
周
囲
を
石

垣
で
囲
ま
れ
た
高
台
の
上
に
位
置
し

ま
す
。
現
在
の
本
丸
跡
は
広
場
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
ど

ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

時
代
の
小
峰
城
に
つ

い
て
記
録
し
た
『
白し

ら

河か
わ

城じ
ょ
う

御お

櫓や
ぐ
ら

絵え

図ず

』（
下
図
右
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

広
場
全
体
に
大
き
な
御
殿（
本
丸
御

殿
）
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

御
殿
の
南
側
に
は
長
屋
の
よ
う
な
建

物
（
多
門
櫓
）
や
、
裏
門
と
考
え
ら

れ
る
桜
之
門
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
丸
御
殿
は
城
内
で
最
大
の
建
物

で
、
総
畳
数
７
０
７
畳
と
す
る
記
録

が
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
は
藩
主
が
住

む
場
所
で
し
た
が
、
時
代
が
た
つ
と

二
之
丸
や
三
之
丸
に
住
む
よ
う
に
な

り
、
定
信
の
時
代
に
は
主
に
家
臣
と

の
謁え

っ

見け
ん

な
ど
の
儀
式
を
行
う
場
所
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
絵
図
に
は
御
殿
の
間
取
り

や
部
屋
の
名
前
も
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
儀
式
に
使
う
大
広
間
と
な
る

「
御
書
院
」
が
南
側
を
占
め
て
お
り
、

他
に
食
事
を
作
る
「
御
台
所
」、
家

臣
の
執
務
室
で
あ
る
「
御
奉
行
」「
御

月
番
」、
藩
主
の
居
室
で
あ
る
「
御

小
書
院
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
御
殿
は
多
く
の
部

屋
を
そ
な
え
た
小
峰
城
の
中
枢
に
ふ

さ
わ
し
い
建
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

現
在
、
本
丸
跡
で
は
か
つ
て
の
本

丸
御
殿
の
イ
メ
ー
ジ
を
Ａ
Ｒ
で
体
験

で
き
ま
す
。
現
地
を
訪
れ
た
ら
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 第

十
五
話

本
丸
と
本
丸
御
殿

小
峰
城
よ
も
や
ま
話

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲東京商業会議所
　（渋沢史料館所蔵）

▲大久保一翁
　（国立国会図書館
　ウェブサイトより）

▲本丸御殿平面図（「白河城御櫓絵図」より）
　（白河市歴史民俗資料館蔵）

▲現在の本丸跡広場

▲ARで見る本丸御殿（再現CG）

多門櫓多門櫓
桜之門桜之門

本丸御殿本丸御殿

※ARは、現地案内板に従いスマートフォンアプ
　リのダウンロードが必要です。

※「東京府」は、昭和18年　
　７月１日に「東京都」に
　なりました。
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お
知
ら
せ

休
日
当
番
医
・

無
料
相
談
ほ
か

ラ
ウ
ン
ジ

手
話

高
齢
者
サ
ロ
ン

シ
リ
ー
ズ

り
ぶ
ら
ん

保
健

子
育
て

く
ら
し
の

情
報
館


